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研究の経過と概要 

 

１、研究テーマ  

   思考力・判断力・表現力を育む国語科の指導～言語活動の充実を通して～ 

 

２、研究の経過と概要 

 東山梨地区国語科教育研究部会では、生徒の実態を踏まえて平成２３年度より上記のようなテ

ーマで研究を行ってきた。コミュニケーションツールの変化や人間関係の希薄化、情報があふれ

ている現代社会において、生徒にとってより良い人間関係を構築していくための表現力や、自分

で考え判断し必要な情報を取捨選択していく力、他者と交流して新しい考えを作り上げる力が、

今まで以上に重要なものとなってくる。国語科の果たす役割は益々大きなものとなっていくだろ

う。 

 本部会では、小学校・中学校の二部会に分かれての研究体制をとっている。それぞれの部会ご

との研究に加えて、夏季は小学校の授業を、冬季は中学校の授業を参観し合うことで、子ども達

の発達段階に応じた指導方法を学び合っている。小中の連携を今後も深めていきたい。 

 

３、今年度までの授業実践の経過 

 年度         授業実践の内容 

２７年度 ・「挨拶」を読み，意見を交流しよう 

～意見交流から，自分の考えをまとめよう～ 

なぜ作者は「挨拶」という題名をつけたのか作者の思いを捉え、意見交流をし、自分

の考えをまとめる授業である。「ワールドカフェ」という話し合いの手法を用い、生

徒それぞれが持っている知識や考えなどを活用し、他者とのかかわりを通して自分の

考えを深めることができた。授業のはじめに「わからない」と書いた生徒も、交流後

に自分の考えを持つことができ、有効な手立てであった。 

・「ワールドカフェ」の手法を用い、考えを広げて、文章を書く 

「ヤクーバとライオン」という自主編成教材を用い、話し合いの中で自分の考えを広

げ、自分の考えを文章に書き表すという実践。 

２８年度 ・「言葉」についての二つの文章を読み比べることを通して、自分の考えを深めよう 

大岡信氏と池田晶子氏の「言葉の力」を読み、３～４人グループの話し合い活動を通

して、筆者それぞれの「言葉についての考え」をつかむ。池田氏の「言葉とは自分そ

のものだ」という考えについて、自分自身の具体的なできごとに置きかえ、自分にと

って言葉とは何かという意見を持たせることにつなげていった。個人から３～４人の

小グループ、そして全体へと段階的に意見交流を行わせることで考えを深めながら、

言葉について自分の考えを持つ授業を行った。（本日提案） 



~ 2 ~ 
 

２９年度 

 

・「主張と根拠のつながりが明確な作文を書こう」 

４つの観点をもとに、自分の主張と根拠のつながりが明確になっている小作文を書き、

３～４人の小グループでお互いに小作文の添削をした。４つの観点を提示することで、

作文が苦手な生徒もわかりやすく書くためのヒントになり、仲間の小作文を添削する

ときのポイントとしても効果的であった。自分以外の小作文を添削することで、自分

自身の小作文の課題に気づくことにつながり、書くことの力を伸ばすために有効であ

った。 

 

４、今年度の研究について 

 今年度は、小学校・中学校それぞれ研究を進めてきた。研究授業については合同で行い、お互

いの授業を参観し合って、学び合っている。８月には、小学校部会の授業を参観し、５年生の話

し合い活動について研究を行った。中学校部会では２年生の読むことについての授業を、２月に

公開する予定である。 

 

５、本年度研究部員 

部長  広瀬 康子（大和中） 

副部長 依田 久幸（松里中） 

部員  小野渚・横森梨歌・佐藤彩奈（山梨南中） 

鮎澤智美・筒井修子（山梨北中） 

     根岸喜久恵・川﨑真理子・岡沙矢佳（塩山中） 

小林史奈（塩山北中） 

田辺秀樹（勝沼中） 

 

指導助言 広瀬真次校長先生（塩山北中） 

倉田憲一教頭先生（山梨南中） 

 

 

本文 

【概要】 

 本実践は、生徒が書いた小作文を生徒同士で添削し、根拠の明確さや説明の具体性を吟味して

いく中で、説得力のある文章を書く力の育成を目的にしたものである。前時には、モデル文を用

いて、主張と根拠のつながりが曖昧であることや、説明が抽象的であることとはどのようなこと

なのか、全体で考える時間をもった。その上で、本時では自分の書いた作文の表現を見直した。

自分の課題点を客観的にみつめることにつながった。 
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第３学年国語科学習指導案 

山梨北中学校 糠信恵理香 

 

 

１．単元名  主張と根拠のつながりが明確な作文を書こう 

３学年Ｂ領域「書くこと」（１）イ・エ 

           「伝統的な言語文化と言葉の特質に関する事項」ウ（イ） 

 

 

２．教材名 主張と根拠のつながりが明確な作文を書こう 

ⅰ．教材について 

 ある物事について論じたり評価したりするときは、抽象的な印象で捉えて表現しても、

それは主観的で感情的なものに陥ってしまうことになる。主張を裏付ける具体的な体験や

見聞をもとに、順序立てて表現することができたとき、筋の通った主張になるのではない

かと考える。 

 思考力・判断力・表現力の育成に関して、「論理（情報と情報の関連性）の吟味・構築」

することは避けられないものと考える。情報の具体・抽象、主張と根拠のつながりを吟味

し、自らの思考を、決められた字数の中で表現するために、文章を組み立てる力を養う時

間にしたい。具体的な体験や見聞をもとに、そこから自己が考えたことや学んだことを踏

まえ、主張を立てる力を義務教育最終段階として確実に定着させたい。 

 

 

３．生徒の実態 

物事への取りかかりは遅いが、取り組みが始まると集中し、こだわりをもってやり遂げ

る生徒が多い。学習に対して意欲的で、どの教科においても独創的な考えや意見がよく出

てくる。しかし、「観点を立てて分析する」教材を学習した際には、観点を絞って特徴を

口頭で示すことはできるが、順序立ててわかりやすく書くことには時間がかかった。また、

「初恋」を学習した際には、比喩や間接的な表現の仕方に興味をもち、その表現を気に入

った生徒が多かったが、なぜ良いと思ったのかなど、理由をしっかり明記できる生徒は少

なかった。理解力のある生徒も多いため、学力が低い生徒にとっては質問しづらい雰囲気

になってしまうこともある。行事面においては、やや消極的な生徒がおり、クラス全員で

乗り越えようとする雰囲気をつくることに課題がある。クラスメイトとの関係の中で、笑

い合ったり、語り合ったり、注意し合ったりしてきた経験を、相手が理解、納得してくれ

る文章を書くことへ生かしていきたい。 

 

 

 

 

 



~ 4 ~ 
 

 

４．指導と評価計画 

（１）評価規準 

関心・意欲・態度 書くこと 言語についての知識・理解・技能 

互いの文章を読み合い、

論理の展開について、自

分の表現に役立ててよ

うとしている。 

主張と根拠のつながりを明

確にし、説得力のある文章

を書くことができる。 

① 文の中の文の成分の照応について

考え、正しい文章が書ける。 

② 学年別漢字配当表に示されている

漢字について、文や文章の中で使

うことができる。 

 

 

（２）指導と評価の計画 

時 学習活動 指導上の留意点 手だて 

１ ○想定される間違いがあるモデ

ル作文を一斉に添削する。 

 

○３つのテーマから１つを選択

し、２４０字の作文を書く。 

・具体的で根拠が明確とはどういう

ことかを考えさせる。 

・作文を評価する際の観点を提示す

る。 

 

・具体的に観

点を絞って

作文を読む

よう指示を

出す。 

２
（
本
時
） 

○事前に書いた作文を小グルー

プで読み合い、評価し合う。 

 

○評価をもとに自分の作文を書

き直す。 

・主張と根拠のつながりの明確さに

ついて評価させる。 

 

・より伝わりやすく、主張の裏付け

が明確である作文になることが目

標であることを再度認識させる。 

・選んだテー

マごとにグ

ループ編成

をするが、

作文が得意

な生徒と、

苦手な生徒

が偏らない

ようにす

る。 

 

 

５．本時の展開 

（１）日時  平成３０年２月７日（水） 

（２）場所  山梨北中学校３年２組 教室 

（３）本時の目標 主張と根拠のつながりを明確にし、説得力のある作文を書く。 

（４）評価規準  主張と根拠のつながりを明確にし、説得力のある文章を書くことができる。 
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（５）本時の展開 

 時間 学習内容 指導上の留意点 手立て 

導

入 

５分 

 

１. 目標を知る 

 

 

 

 

２. 評価の観点を確認する 

前時に使用したプリント

に書かれた観点を見る。 

  

展

開 

２０

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０

分 

３. これからの動きを確認

し、小グループを作る。 

 

４. １人目の作文を読む。 

読み終わったら、評価をつ

け、問題点や改善点がある

場合は書き込む。 

５. ２人目の作文を読む。 

読み終わったら、評価をつ

け、問題点や改善点がある

場合は書き込む。 

 

 

６. 戻ってきた自分の作文に

つけられた評価を確認す

る。 

 

 

７. 自分の問題点を改善する

ためにはどう書き直すべ

きか考え、記入する。 

８. 書き直す 

これからの動き 

・時計回りで作文を回す。 

・評価を記入するのはプリント①

の表。細かいアドバイスは直接

書き込んで良い。 

・読んで評価する時間は５分。 

・２人目の作文も同じ流れで評価

する。 

・終了時間を告げられたら、作文

を持ち主に返す。 

 

 

 

 

・５分間、質疑応答の時間をつく

る。アドバイスの意図が分から

ない場合は質問するよう促す。 

 

・グループを解体させ、アドバイ

スを参考に改善すべき箇所を

どのように直すべきか考えさ

せる。 

 

 

 

 

・具体的にアド

バイスが書

けない生徒

には、筆者が

体験から考

えたことや

学んだこと

が書かれて

いる一文に

波線を引く

よう指示を

出す。 

 

ま

と

め 

５分 ９.どのようなことに注意し

て書き直したかを発表する。  

・自己の課題点を明確にさせる。 

 

 

 

 

主張と根拠のつながり

が明確な作文を書く。 

評価の観点 

① 主張がはっきり書かれている

か 

② 体験が主張の根拠になってい

るか 

③ 体験が具体的か 

④ 体験から考えたこと・学んだこ

とが書けているか 
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５．生徒に提示する課題 

  ①インターネットと今後どのように付き合っていきたいか。 

  ②努力することの大切さとは何だと考えるか。 

  ③周囲の人から愛される人間とはどのような人間か。 

  具体的な体験や見聞を踏まえ、２００字～２４０字で書きなさい。 

 

６．モデル作文 

  ・あなたの考える和食の良さとは何か。 

・協力することの大切さ 

 

７． 成果と課題 

〈成果〉 

・観点が絞ってあって良かった。 

・相互評価を取り入れることで，個人の問題意識も高まり，意図していた課題点に生徒自ら気づ

くことができていた。 

・書き直す前に発表よりも、後に発表する方が効果的でよかった。 

・ワークシート②の自己分析があることで、授業の振り返りが自然とできていた。 

・グループの組み方がよく考えられていたため、会話がよくされていた。 

〈課題〉 

・「具体的」という言葉が理解できていなかった生徒も中にはいた。 

・書き直しを行う前と後でどのような変容があったのか，振り返りを行うことでより成果と課題

を明らかにできるのではないか。 

・題によっては、具体例と主張を結びつけることが難しい。 

・迷っているグループがいたので、全体で共有しようと教師が働きかけてもよかった。 

〈その他〉 

・よく改善されていた作文については、次回の授業で共有していった方がよい。 

・作文が書けない生徒は、いい作文を写すことも有効である。 

・低学年の児童には、ＹＥＳ・ＮＯで書ける意見文が書きやすい。 

 

観点を絞ったことやグループの組み方をよく考えるなどの丁寧な指導が、生徒の書く意欲を高め

、それぞれの小作文についての意見交流を活発にし、深い学びにつながっていった。生徒同士が

、お互いの小作文を添削することで、自らの課題にも気づくことができ、書くことの力を高めて

いくことができた。 
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